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 6）坂下雅文，岡野光博，吉川　衛，平川勝洋，池田浩
己，春名眞一，氷見徹夫，池田勝久，石戸谷淳一，河
田　了，飯野ゆき子，川内秀之，浦島充佳，藤枝重治．
全国 12 施設（3014 例）の副鼻腔手術から解析した好
酸球性副鼻腔炎の術前診断．日鼻科会誌 2012；
51(1)：40．

 7）浦島充佳．臨床疫学インテンシブコース　臨床研究
における基礎的事項の確認二重盲検ランダム化プラセ
ボ比較試験．日小児会誌 2013；117(2)：238．

Ⅳ．著　　書
 1）浦島充佳．パンデミックを阻止せよ！：感染症危機

に備える 10 のケーススタディ．京都：化学同人，
2012．

 2）財団法人日本再建イニシアティブ．日本最悪のシナ
リオ　９つの死角．東京：新潮社，2013．

臨 床 疫 学 研 究 室

室長・准教授：
　　　　松島　雅人  疫学，臨床疫学，内科学，

総合診療医学，家庭医療学，
糖尿病学

教育・研究概要
臨床疫学研究室は，日常臨床で生ずるさまざまな

疑問を疫学的手法にて解決する臨床疫学を軸として，
研究，教育を行っている。

研究分野は，従来の疾病中心型の臨床研究のト
ピックにとらわれず，医療コミュニケーション，医
療の質評価，行動科学，質的研究等が含まれている。
さらに医療の最前線であるにもかかわらずエビデン
スが不足しているプライマリケア，家庭医療学分野
でのエビデンス生成を目指している。プライマリケ
アリサーチネットワークの構築は学外医療人との共
同研究や研究支援によって達成されつつある。

卒前教育では妥当で効率的な医療を行える医師を
養成する一環として Evidence‒based Medicine 方法
論教育を行っている。卒後教育は大学院教育として
臨床研究の方法論および生物統計学手法の実践を中
心とした教育活動を行っている。特に地域医療を
担っている医療人を対象に社会人大学院生を積極的
に受け入れている。また文部科学省にて採択された
医療人 GP「プライマリケア現場での臨床研究者の
育成」プログラムをシステムとして継続し，新たに

「プライマリケアのための臨床研究者育成プログラ
ム」を設立し，プライマリケアを担う若手医師を
clinician‒researcher として育成している。

Ⅰ．研究課題
１．多施設共同・在宅高齢者コホート構築と在宅

死 に 関 す る 研 究：EMPOWER‒JAPAN 
study（Elderly Mortality Patients Observed 
Within the Existing Residence）

在宅医療は，わが国において特徴的なシステムで
ある。高齢化社会を迎えるにあたって在宅での終末
期の重要性は叫ばれているにも関わらず，在宅高齢
者の経過や予後は明らかでない。そこで本研究では，
東京，神奈川，埼玉の 10 以上の教育診療所におけ
る新規に在宅医療を導入された高齢者を対象にコ
ホートを構築し，前向きに４年間観察することによっ
て，在宅死の発生率とそれに関わる因子を明らかに
することを目的とし，2013 年２月より開始された。
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２．Assessment of Chronic Illness Care（ACIC）
日本語版作成についての研究およびプライマ
リ・ケアセッティングにおける糖尿病専門医
と非糖尿病専門医の糖尿病診療システム比較
調査

本研究は糖尿病専門医と非糖尿病専門医を対比さ
せつつ，日本におけるプライマリ・ケアセッティン
グでの糖尿病診療システムの現状を明らかにするこ
とを目的としている。具体的には，米国で 1990 年
代に開発された慢性疾患に共通するケアシステムで
ある Chronic Care Model（CCM）に着眼し，その
評 価 基 準 で あ る Assessment of Chronic Illness 
Care（ACIC）の日本語訳を開発するとともに，そ
れを用いて２群における慢性疾患ケアのシステムの
違いの有無を明らかにする。また，この結果から日
本における慢性疾患ケアの問題点について考察し，
今後の非糖尿病専門医の糖尿病の診療質改善を行う
ための方略を検討する。現在ほぼデータ収集が終了
し解析を開始している。
３．認知症終末期医療における胃ろうと人工呼吸

器の認知度と意向についての質問紙調査：非
医療従事者と医療従事者との比較調査

認知症終末期医療における胃ろうと人工呼吸器
（以下，呼吸器）の認識および意向について，非医
療従事者と医療従事者間の比較検討を行った。自記
式質問票を用いた横断研究。胃ろうと呼吸器につい
て，①認知率（非医療従事者対象），②各医療行為
が延命治療かどうかの認識，③認知症高齢者のシナ
リオを提示し，判断対象が自分・家族・患者であっ
た場合に各医療行為を実施するかどうかの意向（５
段階），④③において「無駄な延命治療はしない」
という事前指示があった場合の各医療行為実施につ
いての意向を調査した。
４．健康診断における生活習慣病病名告知の心理

的影響について
健康診断にて生活習慣病の病名を告知した場合に

患者が受ける心理的な影響は明らかでない。そこで
今回の研究は健康診断を受け病名告知をされた場合，
受診者の心理面でどのような影響を及ぼしているの
かを明らかにするため，自記式質問票を用いて調査
を行った。

「点検・評価」
１．教育
１）卒前教育
コース医療情報・EBM の４年生ユニット Evi-

dence‒based Clinical Practice を担当

２）卒後教育
(1)　学内
大学院共通カリキュラム「医療統計学」90 分×

15 回４/23～６/25
① 統計学の基礎（推定と検定，変数の尺度，平均

と分散）
②確率変数と確率分布（２項分布，正規分布）
③ 推定（中心極限定理，信頼区間）検定，検定の

概念，母平均の検定，母比率の検定，２群間の
平均値の検定

④ 比率の検定　χ2 検定と Fisher 検定，オッズ比
とリスク比

⑤ ノンパラメトリック検定（Wilcoxon 符号順位
検定と Wilcoxon 順位和検定），分散分析

⑥回帰分析と相関係数
⑦生命表分析，サンプルサイズ
⑧重回帰分析とロジスティック回帰分析
(2)　学外
クリニカルリサーチコース「生物統計」全８回（計

24 時間）
(3)　プライマリケアのための臨床研究者育成プ

ログラム
e‒learning コース
① EBMから始まる臨床研究コース（総講義時間：

321 分）
②疫学・臨床研究コース（総講義時間：390 分）
③生物統計学コース（総講義時間：685 分）
④家庭医療学コース（総講義時間：93 分）
⑤質的研究コース（総講義時間：172 分）
⑥研究倫理コース（総講義時間：88 分）
⑦ 臨床研究実践コース（各自の研究テーマについ

ての指導）
ワークショップ
① 2012/５/19－20　 平成 24 年度生第１回ワーク

ショップ
② 2012/６/３　　　 平成 22 年度生第５回ワーク

ショップ（研究発表会）
③ 2012/９/16　　　 平成 23 年度生第４回ワーク

ショップ（中間研究発表会）
④ 2012/10/６－７　 平成 24 年度生第２回ワーク

ショップ（研究プロトコール
作成ワークショップとアン
ケート作成セミナー）

⑤ 2013/２/９－10　 平成 24 年度生第３回ワーク
ショップ（リサーチクエス
チョンと質的研究セミナー）
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２．研究
「多施設共同・在宅高齢者コホート構築と在宅死

に関する研究：EMPOWER‒JAPAN study（Elder-
ly Mortality Patients Observed Within the Existing 
Residence）」は，学内倫理委員会の承認を得て，
2013 年２月よりコホートの新規登録が開始された。

「Assessment of Chronic Illness Care（ACIC）日本
語版作成についての研究およびプライマリ・ケア
セッティングにおける糖尿病専門医と非糖尿病専門
医の糖尿病診療システム比較調査」「認知症終末期
医療における胃ろうと人工呼吸器の認知度と意向に
ついての質問紙調査：非医療従事者と医療従事者と
の比較調査」「健康診断における生活習慣病病名告
知の心理的影響について」「プライマリケアでの喫
煙関連慢性疾患患者と主治医の喫煙に関する意識の
ギャップについての横断研究」は，データ収集が終
了し，論文作成中である。「がんと診断された犬・
猫の飼い主の心理状態」「患者－医師関係深度スケー
ル Patient‒Doctor Depth‒of‒Relationship Scale の
日本語版作成と信頼性・妥当性検証，ならびに家庭
医の経験年数によるスケールの差異に関する検証」
については，研究計画書を作成し実施準備中である。
３．研究課題
１）多施設共同・在宅高齢者コホート構築と在宅

死に関する研究：EMPOWER‒JAPAN study （El-
derly Mortality Patients Observed Within the Ex-
isting Residence）
２）Assessment of Chronic Illness Care（ACIC）

日本語版作成についての研究およびプライマリ・ケ
アセッティングにおける糖尿病専門医と非糖尿病専
門医の糖尿病診療システム比較調査
３）認知症終末期医療における胃ろうと人工呼吸

器の認知度と意向についての質問紙調査：非医療従
事者と医療従事者との比較調査
４）健診受診者の心理的負担度のついての研究
５）プライマリケアでの喫煙関連慢性疾患患者と

主治医の喫煙に関する意識のギャップについての横
断研究
６）がんと診断された犬・猫の飼い主の心理状態
７）患者－医師関係深度スケール Patient‒Doctor 

Depth‒of‒Relationship Scale の日本語版作成と信頼
性・妥当性検証，ならびに家庭医の経験年数による
スケールの差異に関する検証

研　究　業　績
Ⅰ．原著論文
 1）Kawamura T, Joh K, Okonogi H, Koike K, Utsu-

nomiya Y, Miyazaki Y, Matsushima M, Yoshimura M, 
Horikoshi S, Suzuki Y, Furusu A, Yasuda T, Shirai S, 
Shibata T, Endoh M, Hattori M, Katafuchi R, Hashi-
guchi A, Kimura K, Matsuo S, Tomino Y ; Study 
Group Special IgA Nephropathy. A histologic classifi-
cation of IgA nephropathy for predicting long‒term 
prognosis : emphasis on end‒stage renal disease. J 
Nephrol 2013 ; 26(2) : 350‒7.

 2）Terawaki H, Nakayama M, Miyazawa E, Murata Y, 
Nakayama K, Matsushima M, Miyazaki M, Sato H, 
Sato M, Sato T, Taguma Y, Ito S. Effect of allopurinol 
on cardiovascular incidence among hypertensive 
nephropathy patients : the Gonryo study. Clin Exp 
Nephrol 2013 ; 17(4) : 549‒53. Epub 2012 Nov 29.

 3）Sekiyama H, Nagoshi T, Komukai K, Matsushima M, 
Katoh D, Ogawa K, Minai K, Ogawa T, Yoshimura M. 
Transient decrease in serum potassium level during 
ischemic attack of acute coronary syndrome : para-
doxical contribution of plasma glucose level and gly-
cohemoglobin. Cardiovasc Diabetol 2013 ; 12 : 4.

 4）Yokobayashi K, Matsushima M, Fujinuma Y, Tazu-
ma S. Retrospective cohort study of the incidence 
and risk of fever in elderly people living at home : A 
pragmatic aspect of home medical management in 
Japan. Geriatr Gerontol Int 2013 ; 13(4) : 887‒93. 
Epub 2013 Jan 7.

 5）Kinoshita A, Onoda H, Imai N, Iwaku A, Oishi M, 
Tanaka K, Fushiya N, Koike K, Nishino H, Matsushi-
ma M, Saeki C, Tajiri H. The Glasgow Prognostic 
Score, an inflammation based prognostic score, pre-
dicts survival in patients with hepatocellular carcino-
ma. BMC Cancer 2013 ; 13 : 52.

 6）Sakai T, Shikishima K, Matsushima M, Tsuneoka H. 
Genetic polymorphisms associated with endothelial 
function in nonarteritic anterior ischemic optic neu-
ropathy. Mol Vis 2013 ; 19 : 213‒9.

 7）Kurosawa S, Matsushima M, Fujinuma Y, Hayashi 
D, Noro I, Kanaya T, Watanabe T, Tominaga T, Na-
gata T, Kawasaki A, Hosoya T, Yanagisawa H. Two 
principal components, coping and independence, com-
prise patient enablement in Japan : cross sectional 
study in Tohoku area. Tohoku J Exp Med 2012 ; 
227(2) : 97‒104.

 8）Watanabe K, Tani Y, Kimura H, Tanaka K, 
Hayashi Y, Asahi K, Sato K, Sato M, Matsushima M, 
Nakayama M, Watanabe T. Clinical outcomes of Japa-
nese MPO‒ANCA‒related nephritis : significance of 
initial renal death for survival. Intern Med 2012 ; 
51(15) : 1969‒76.
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 9）Hirano K, Kawamura T, Tsuboi N, Okonogi H, Mi-
yazaki Y, Ikeda M, Matsushima M, Hanaoka K, Ogu-
ra M, Utsunomiya Y, Hosoya T. The predictive value 
of attenuated proteinuria at 1 year after steroid ther-
apy for renal survival in patients with IgA nephropa-
thy. Clin Exp Nephrol 2013 ; 17(4) : 555‒62. Epub 
2012 Dec 6.

10）坂戸慶一郎，松島雅人，川崎彩子，横田祐介，岩上
真吾，佐藤裕美，田中　忍，平塚祐介，竹内一仁．地
域病院における経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG）の長
期生命予後　後ろ向きコホート研究．日プライマリケ
ア連会誌 2012；35(2)：104‒8．

Ⅱ．総　　説
 1）松島雅人．Ⅷ．家庭医の教育・研究　２．家庭医療

学研究．藤沼康樹（医療福祉生協連家庭医療学開発セ
ンター）編．新・総合診療医学：家庭医療学編．東京：
カイ書林，2012．p.325‒7．

Ⅲ．学会発表
 1）富永智一，松島雅人．健康診断における生活習慣病

の病名告知の心理的影響について．第 128 回成医会総
会．東京，10 月．

 2）川崎彩子，松島雅人，三浦靖彦１），野村幸史１）（１野
村病院）．認知症終末期医療における胃ろうと人工呼
吸器の認知度と意向調査．第２回日本プライマリ・ケ
ア連合学会学術大会．札幌，９月．

 3）永田拓也，松島雅人．プライマリ・ケア外来での喫
煙状況調査－喫煙関連慢性疾患患者と主治医間の認識
の差に関する断面調査－．第２回日本プライマリ・ケ
ア連合学会学術大会．札幌，９月．

 4）富永智一，松島雅人，藤沼康樹（医療福祉生協連家
庭医療学開発センター）．健康診断における生活習慣
病の病名告知の心理的影響について．第２回日本プラ
イマリ・ケア連合学会学術大会．札幌，９月．

 5）渡邉隆将，松島雅人，藤沼康樹（医療福祉生協連家
庭医療学開発センター）．Chronic Care Model に基づ
く慢性疾患ケアのシステム評価．第２回日本プライマ
リ・ケア連合学会学術大会．札幌，９月．

実験動物研究施設

教　授：嘉糠　洋陸
（兼任）

 寄生虫感染と衛生動物学

講　師：和田あづみ 実験動物学，遺伝育種学

教育・研究概要
Ⅰ．Phodopusハムスターにおける新規自然発症

胃癌動物モデルの樹立
Phodopus ハムスターとは，従来実験動物として

用いられてきたシリアンハムスターとは別属の小型
ハムスターであり，実験動物として好適な種である
事が判明している。我々はすでに，この属のハムス
ターでは世界初となる近交系を確立した。現在さら
に新たな近交系の育成，すでに確立した近交系を基
礎にした改良系統の育成，マイクロサテライトマー
カーの開発など実験動物としての基盤を引き続き整
備している。この種からの疾患モデル開発として，
最初に確立した近交系で胃に高分化型腺癌と診断さ
れた病変を示す個体を発見し，解析を実施した。胃
がん研究に動物モデルが求められているが，動物の
自然発症胃がんは少なく，動物モデルには薬物誘発
モデル，遺伝子改変モデルが用いられているのが現
状である。我々が育成し，平成 23 年５月に近交 51
世代目を得ている Phodopus campbelli 近交系 PMI
の個体で，高分化型腺癌と診断された胃癌の発症を
確認した。PMI 系統およびそのコアイソジェニッ
ク系統 PMI‒W2 系統の剖検調査（平均 283.2 日齢）
では，71 例中 68 例（95.77％）に胃内に異常な構造
物を認めた。PMI とほとんど別起源の近交系 TAK
系統の剖検調査（平均 259.1 日齢）では，28 例の全
個体において胃内の異常構造物は認められなかった。
このハムスター系統は本学施設で系統維持されてお
り，自然発症のヒト胃がんモデルとしての活用が望
まれる。

Ⅱ．犬フィラリアの生活環における環境応答性メカ
ニズムの解析

寄生性線虫であるフィラリアの生活環は，媒介昆
虫（蚊）と哺乳動物宿主の二つの動物ステージを経
て完結する。蚊－宿主間の移行に伴う温度変化の「乗
り越え（適応）」システムを解明するため，犬フィ
ラリア（Dirofilaria immitis）の第３期幼虫（L3）
における脱皮機構をモデルとして解析した。この
L3 は，吸血時に蚊から宿主へ移行する際に，急激
な環境変化を経験する。フィラリアの脱皮を in 
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